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 病院連絡会の立ち上げから学んだこと 
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基幹労連といえば製造業のイメージであるが、

いくつかの企業は病院を有している。こうした

医療に従事する組合員が安心して働くことので

きる制度の実現や環境整備を目的に、基幹労連

は2008年６月に「病院連絡会」を立ち上げ、私

はその事務局を担当することとなった。もちろ

ん医療分野に関してはずぶの素人であったが、

産別経験を長くしているという自惚れから、そ

の時点では何とかなると思ってしまっていた。 

ところがまず驚いたのは、ある病院労組の討

論集会に参加したはいいが、彼らが話している

内容がほとんどわからないではないか。「ナナ

イチ確保のためにキュウショウで対応」「キュ

ウセイキとアキュウセイキのバランス」「ジュ

ンシンをコアでラップ」等々・・・。こんな無

知な担当者に対して、彼らは「職場を理解でき

るのか？」「悩みを共有できるのか？」と懐疑

的に見るのは当然である。早速、幾度となく病

院を訪問し、執行部の皆さんにいちいち教えて

いただく傍ら、医療関係の本を何十冊と読み漁

った。時には深夜まで酒を酌み交わして意見交

換に努めた。 

彼らと言葉が通じるようになり、次の反応は、

医療という固有の環境に属する悩みの共有化と

医療現場で働く者の声の連合政策への反映を求

めるものであった。患者が良い医療、良いサー

ビスを提供されることは素晴らしいことである

が、そのすべてを国や患者の負担なく、病院や

そこで働く者に押し付ける政策に対する不満が

強かった。「私たちも組合員だ！」と。 

そこでまずは、医療従事者が組織内外のさま

ざまな病院を訪問し、意見交換できる機会とと

もに、連合をはじめ厚生労働省や国会議員と医

療政策に関する意見交換の場を設けてきた。も 

ともと医療従事者は情に厚い方が多く、こうし

た目に見える活動の展開によって、職場も含め

て一気に雰囲気は好転し、組織も拡大していっ

た。 

病院連絡会の役割はますます高まり、近年

は診療報酬改定が大きなテーマとなっている。

先日もある病院労組の委員長が、「３年かけて

やっと黒字が出る体制までもってきたが、ま

た一からやり直しだ」とこぼしていた。診療

報酬総額の増減もさることながら、３年毎に

医療制度の大幅な変更があるため、それに伴

って否応なく病院のシステムを変えなければ

ならない。こうした「いたちごっこ」が続く

ようであれば病院経営を安定化させることは

難しく、それは医療従事者の処遇向上や採用

の妨げとなる。超高齢社会のもと、こうした

課題にはわが国全体で対処しなければならな

い。 

私は病院連絡会を通じて、医療現場を表か

らだけでなく、裏からも見る機会を得ること

ができた。そうした経験から、私はとりわけ

看護職員の生き様を心底尊敬している。なぜ

なら、とにかく彼女たちの多くは酒が強い。

「ワインリストの上から順番に！」などと注

文する豪快さも兼ね備えている。そのうえ仕

事を離れても「患者様」の容体を常に気にか

けている。交代職場でありながら、非専従で

組合役員を担い、職場では師長という要職を

務めながら、天使であったり、母であったり、

ときには酒飲みのおっさんになったり。そし

て、情熱をかけて取り組めば人の心が動くこ

とを改めて気づかせてくれた。そんな彼女た

ちのパワーもいただきながら、彼女たちの未

来のために精一杯頑張りたい。 


